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② ユーゼル 75mg/body/日 内服
1日3回に

分けて
食間

↓↓↓ ↓↓↓ ↓↓↓ ↓↓↓

① UFT 300mg/㎡/日 内服
1日3回に

分けて
食間

↓↓↓ ↓↓↓ ↓↓↓ ↓↓↓

【日本医科大学付属病院　がん化学療法レジメン】 ≪無断転載禁止≫

レジメン番号： CRC-109

対象疾患 レジメン名称 コース期間 総コース数 適応
催吐

リスク

薬品名 投与量
投与
経路

投与
時間

Day

～

根拠

大腸がん UFT/LV 35日間

【進行/再発】
規定なし

【術後補助】
6か月

■ 進行/再発
■ 術後補助化学療法
□ 術前補助化学療法
□ 放射線併用化学療法
□ その他

軽度
J Clin Oncol 20: 3605-, 2002
J Clin Oncol 20: 3617-, 2002
J Clin Oncol 24: 2059-, 2006

UFT：食事の前後1時間を避けて（空腹時）内服 → 食後投与によりウラシルおよびテガフールから変換されたフルオロウラシルのAUC減少のため

1 2 3 282726

＜注意事項/備考＞

UFT投与量：BSA＜1.17㎡：300mg/day、1.17≦BSA≦1.49㎡：400mg/day、1.50≦BSA≦1.83㎡：500mg/day、BSA＞1.83㎡：600mg/day

他のフッ化ピリミジン系薬剤と併用禁忌（前後7日間以上の間隔を空ける）

術後補助化学療法の場合：6ヶ月（5コース）が目安

↓↓↓ ↓↓↓ ↓↓↓

↓↓↓ ↓↓↓ ↓↓↓
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他のフッ化ピリミジン系薬剤と併用禁忌（前後7日間以上の間隔を空ける）

術後補助化学療法の場合：6ヶ月（5コース）が目安




